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研究成果の概要（和文）：我が国で2013年に初めて症例報告された重症熱性血小板減少症候群（SFTS）のマダニ
媒介サイクルの解明を目的に、福井県嶺南地方および患者発生地の兵庫県豊岡市の定点調査地において、植生上
のマダニ類の季節的消長を明らかにした。兵庫県産マダニからのSFTS遺伝子検出には成功したものの、福井県産
マダニの保有率が低いと推定された。培養細胞で増殖されたSFTSウイルスの電顕観察を行い微細構造を明らかに
した。一方でウイルス侵入の感染門戸となるマダニ刺し口周囲の皮膚病態を解析した。さらに症例を集めて検討
すると共に、野鼠を含む野生動物からの試料も追加している。

研究成果の概要（英文）：To elucidate the tick transmission cycle of severe febrile thrombocytopenic 
syndrome (SFTS) reported in Japan for the first time in 2013, in the fixed point survey site in the 
Reinan area of Fukui Prefecture and Toyooka City,  Hyogo Prefecture where patients occurred, we 
revealed the seasonal occurrence of ticks on vegetation. Although it succeeded in detecting SFTS 
gene from ticks from Hyogo prefecture, it was presumed that the infection rate of ticks collected in
 Fukui prefecture was low. Electron microscopic observation of SFTS virus propagated in cultured 
cells was carried out to clarify ultrastructural features. On the other hand, skin condition around 
the tick-bite site, which is the infection gateway of virus invasion, was analyzed. In addition to 
collecting and examining tick-bite cases, we also add samples from wild animals including rodent.

研究分野： 寄生虫学（含む医動物学）
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１．研究開始当初の背景 
重症熱性血小板減少症候群（SFTS）は 201

1 年に中国大陸で新たに発見されたブニヤウ

イルス科フレボウイルス属ウイルスによる

ダニ媒介性感染症である。わが国では 2013

年 1月に海外渡航歴がなく SFTSV に感染した

症例が初めて報告された。死亡率が高いこと

から、医療関係者はもとより、国民全般も多

大の関心が持たれ、時に野外活動に危惧感さ

え抱くに至った。 

 中国大陸での媒介動物に関する報告では、

主としてフタトゲチマダニがSFTSVの媒介種

とされ、本種の分布する日本でも同様かと推

測された。厚生労働科学研究班「SFTS の制圧

に向けた総合的研究」が立ち上げられた後、

以下のような調査の概要が公表されている。 

 ・中国、四国、近畿および中部地方で採取

されたマダニ類 11 種のうち、SFTSV はフタト

ゲチマダニ、ヒゲナガチマダニ、オオトゲチ

マダニ、キチマダニ、タカサゴキララマダニ

の５種が陽性。 

 ・患者報告のない地域（和歌山、福井、山

梨、静岡県）のマダニにも保有をみた一方、

中日本のイノシシやシカに抗体を証明。 

さらに、患者皮膚に咬着していたタカサゴ

キララマダニから SFTSV が分離され、媒介種

としての可能性が示唆されている。 

 
２．研究の目的 

本研究ではSFTSVがマダニによってどのよ

うに野生動物やヒトに媒介されるのか、以下

の点を明らかにし、その仕組みを解明する。 

①植生上から採集したマダニにつき、種や

型、発育期や季節消長を詳細記録。マダニか

ら SFTSV 遺伝子を検出し、種別、生息地（環

境）ごとの保有率を整理。 

②SFTSV 陽性マダニにつき、マダニ体内 

の病原存在様式を電顕的に証明。 

③調査地区の小型哺乳類に咬着した幼・ 

若期マダニ類を同定しSFTSV血清抗体の測定

にて地域ごとの野鼠－マダニ－SFTSV の感染

圧を検索。 

④マダニ刺し口の病理組織像の検索から、

組織レベルでの SFTSV 侵入過程を探査。 

 
３．研究の方法 

 野外調査においてマダニ（旗振り法にて） 

および野鼠（生け捕り罠にて）を採集・捕 

獲し、マダニおよび野鼠の種類、発育段階、 

生息地、季節などの情報を記録しておく。 

・種同定されたマダニを 2分割し、半体を 

遺伝子検出用試料に、残り半体を電顕観 

察用試料に処理する。一方、野鼠からは抗 

体検出用に血清を採り、マダニ刺し口周囲 

の皮膚を同様に電顕観察用試料に処理する。 

・SFTS 陽性の試料につきマダニ各組織や刺し

口周辺組織にウイルス像を検索する。 

・マダニと野鼠のウイルス保有率、侵淫地、 

季節的変化、マダニ体内におけるウイルス 

像、および刺し口の病理診断などの結果か 

ら、マダニがヒトを含めた動物にどのよう 

にウイルスを媒介しているのか、その仕組 

みを解明する。 

 
４．研究成果 

 これまでに以下の研究成果が得られた。 

 ①マダニから SFTS ウイルス遺伝子の検出

実績のある福井県嶺南地方および患者発生

地の兵庫県豊岡市に定点調査地を設定し、植

生上のマダニ類の採集結果から季節的消長

を明らかにした。採集されたマダニ種はタカ

サゴキララマダニ、タイワンカクマダニ、キ

チマダニ、ヤマアラシチマダニ、ヒゲナガチ

マダニ、フタトゲチマダニ、オオトゲチマダ

ニおよびヤマトマダニ 4属 8種であった。タ

カサゴキララマダニ、フタトゲチマダニおよ

びオオトゲチマダニはいずれの時期にも採

集され、調査地の優占種と考えられた。春期

にはフタトゲチマダニおよびオオトゲチマ

ダニの若虫が、秋期には幼虫が多数採集され

た。本地域は北陸地方につながる位置にある

ものの、日本紅斑熱発生地である南西日本系



のマダニ相に類似していることが知られた。 

 ②採集されたマダニから主に成虫につき、

SFTS 遺伝子検出に供試した。兵庫県産マダ

ニからの遺伝子検出には成功したものの、福

井県産計 93 個体を個別に検出を試みたが、

いずれも陰性であった。 

 ③ウイルス侵入の感染門戸となるマダニ

刺し口周囲の皮膚病態を解析した。まず、刺

し口周囲にしばしば出現する紅斑の発現機

序に関してマウスを使って検討した。その結

果、マダニの唾液腺物質に対する遅延型アレ

ルギー反応の誘導に成功し、紅斑とアレルギ

ーとの強い関係が示された。一方、人体咬着

例の刺し口周囲皮膚組織を光顕的に観察し

た。マダニのセメント様唾液腺物質は皮下深

く挿入されたマダニ口器先端の周囲にまで

分泌されていることが知られた。感染防止の

ためには皮下に分泌される唾液腺物質の除

去が必要であると考えられた。 

 ④培養細胞で増殖された SFTS ウイルス

の電顕観察を行い微細構造を明らかにした。

ウイルスのビリオンは直径 80nm の均一な

球形を呈し、再外層は糖タンパクのスパイ

クを有するエンベロープで覆われていた。

ウイルスは細胞質内に遊離して存在してい

た。これらの特徴はブニヤウイルス科に特

徴的なものであった。 

 ⑤現在、野鼠を含む野生動物の SFTS ウイ

ルスに対する血清抗体価の測定に取り組ん

でいる。野生動物の SFTS ウイルスに対する

血清抗体価の測定によって、地域ごとの感染

圧の推定を行っている。 
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